
                                        

   
 

長
岡
京
市
の
平
成
二
十
二
年
度

の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
お
よ

び
水
道
事
業
会
計
の
決
算
が
、
左

表
の
金
額
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

【
一
般
会
計
】
歳
入
か
ら
歳
出
を

差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
七
・
三

億
円
の
黒
字
で
、
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
財
源
や
、
市
の
貯
金
で
あ
る

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
と
り
く
ず

し
な
ど
を
考
慮
し
た
実
質
単
年
度

収
支
は
、
三
年
振
り
に
七
・
二
億

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。 

 

歳
入
を
見
る
と
、
自
主
財
源
の

要
と
な
る
市
税
収
入
の
う
ち
、
市

民
税
収
入
の
個
人
分
が
四
・
四
億

円
減
尐
し
た
こ
と
が
影
響
し
、
市

税
収
入
全
体
で
は
三
・
八
億
円
減

の
百
十
七
・
五
億
円
（
前
年
度
比

四
・
五
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
め
自
主
財
源
比
率
が
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
七
・
四
％

減
で
五
十
四
・
二
％
へ
と
低
下
し

て
お
り
、
今
後
と
も
引
き
続
き
、

自
主
財
源
確
保
へ
向
け
て
、
全
庁

一
丸
と
な
っ
た
具
体
的
な
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。 

 
 

          

  

 

歳
出
を
見
る
と
、
子
ど
も
手
当

に
よ
り
大
幅
に
増
額
し
た
福
祉
関

連
に
使
わ
れ
る
民
生
費
が
、
八
十

七
・
六
億
円
で
前
年
度
と
同
じ
く

目
的
別
で
の
ト
ッ
プ
と
な
り
、
全

体
の
三
十
四
・
一
％
と
三
分
の
一

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。 

                              

                    

【
特
別
会
計
】
国
民
健
康
保
険
事

業
と
介
護
保
険
事
業
の
保
険
給
付

費
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
で

の
広
域
連
合
納
付
金
が
増
加
し
続

け
て
い
る
状
況
で
す
。 

医
療
費
削
減
へ
向
け
た
、
国
へ

の
医
療
・
介
護
制
度
改
革
の
早
期

実
現
を
引
き
続
き
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

【
水
道
事
業
会
計
】
六
年
連
続
の

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。 

 
今
年
の
四
月
一
日
か
ら
水
道
料

金
の
値
下
げ
が
実
現
さ
れ
ま
し
た

が
、
水
道
事
業
会
計
の
収
益
的
支

出
に
占
め
る
京
都
府
営
水
道
の
受

水
負
担
費
は
依
然
大
き
く
、
三
浄

水
場
の
受
水
費
格
差
改
善
へ
向
け

て
、
今
後
と
も
中
小
路
京
都
府
議

会
議
員
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

                                        

                                        

 

この「進藤ひろゆき活動報告」は地球にやさしい再生紙を使用しています。 

平成２３年１０月 

第４２号 

内  容 

－１面－ 

・平成２２年度決算報告 

・京都第二外環状道路 

・竹林ボランティア 

－２面－ 

・第３回議会定例会報告 

・主な活動記録 
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発 行 ｜ 進藤裕之後援会 

      連絡所 

長岡京市神足焼町１ 
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部  内  資  料 

西山森林整備竹林ボランティア活動 

第２１回目となる「西山森林整備竹林ボランティア活動」を、 

９／２３(金)に各団体のご協力のもと、今回は、竹の間伐作業と

周辺の清掃を中心に行いました。 

この竹林保全ボランティア活動は、私の環境政策「自然と共生

できるくらし文化の創造」の実現へ向けての活動のひとつとし

て、これからも積極的に推進してまいります。 

次回は１２／１０(土)の開催予定です。興味のある方、参加を

ご希望の方は、進藤ひろゆきまで連絡をお願いします。 

 

参加いただいた方々 

 

作業の様子 

平成２２年度決算額 

［一般会計］ 

  歳入 261.8億円（102.6％） 

  歳出 254.5億円（101.4％） 

［特別会計］15会計の合計額 

  歳入 164.5億円（101.7％） 

  歳出 157.2億円（103.4％） 

［水道事業会計］（税込み） 

収益的収入および支出 

収入  25.1億円（ 97.9％） 

支出  23.9億円（ 95.3％） 

資本的収支および支出 

収入   1.5億円（ 53.9％） 

支出   5.4億円（ 61.4％） 

  （ ）内はすべて前年度比 

どうなってるの？ 京都第二外環状道路 

 １０／７(金)の深夜に、京都第二外環状道路の長岡京第３高

架橋工事（阪急電鉄京都線の上に高架橋を架設する工事）が行

われました。 

この日の工事は、本線１橋、長岡京ＩＣ（仮称）の出入口部

２橋の計３橋ある内のＡ出入口部分を架設する工事で、安全確

保のため阪急電鉄京都線の架線を停電させて行う必要があり、

８(土)の０：４０に阪急電鉄の最終電車が通過した後、作業が

行われました。 

今回の架設工事には、日本に２台しかない１，２５０トン吊

のクレーンが用いられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大山崎ＩＣから大江ＩＣ（仮称）を結ぶ京都第二外環状道路

の開通予定は、平成２５年３月ですので、工事期間は残すとこ

ろ約１年半となりました。 

京都府の南北を結ぶ重要な高速道路網の一部であり、災害発

生時の物資輸送の要となる道路として、計画どおりの供用開始

が待たれるところです。 

 

民生費 
86.7億円 

教育費 
40.1億円 

歳 出 
254..5億円 
（目的別） 

総務費 
38.8億円 

衛生費 
20.1億円 

土木費 
28.8億円 

公債費 
22.0億円 

消防費 
9.1億円 

その他 
9.0億円 

 

市税 
117.5億円 

その他 
（自主） 

24.5億円 

歳 入 
261.8億円 
自主財源比率 

54.2％ 

国庫支出金 
43.1億円 

地方交付税 
21.3億円 

市債 
28.2億円 

府支出金 
15.2億円 

その他 
（依存） 

12.1億円 

平
成
二
十
二
年
度 

一
般
・
特
別
・
水
道
事
業
会
計 

決
算 

 
 

 
 

 
 

Ａ出入口部高架橋 工事の様子 



  
平
成
二
十
三
年
第
三
回
議
会
定

例
会
が
、
八
月
二
十
九
日
（
月
）

か
ら
九
月
二
十
六
日
（
月
）
ま
で

の
二
十
九
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

審
議
さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
度

決
算
議
案
以
外
の
主
な
議
案
に
つ

い
て
、
以
下
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。 

報
告
第
二
十
号 

 

北
海
道
夕
張
市
の
財
政
破
綻
を

契
機
と
し
て
制
定
さ
れ
た
、
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
平
成
十

九
年
度
決
算
か
ら
健
全
化
判
断
比

率
と
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不

足
比
率
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。 

                     

  

そ
し
て
、
設
定
さ
れ
た
基
準
値

を
超
え
た
場
合
に
は
、
財
政
健
全

化
計
画
な
ど
の
策
定
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
長
岡
京
市
に
お
け
る

算
定
値
は
、
平
成
十
九
年
度
決
算

か
ら
の
公
表
以
来
、
左
に
示
す
よ

う
に
引
き
続
き
良
好
な
状
況
で
す
。 

            

【
進
藤
ひ
ろ
ゆ
き
の
コ
メ
ン
ト
】 

 

引
き
続
き
良
好
な
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
実
現
で
き
る
よ

う
に
、
民
間
企
業
出
身
の
視
点
で
、

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
の
実
行
を
求
め
、
私

か
ら
も
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

第
五
十
七
号
議
案 

 

平
成
二
十
二
年
度
の
決
算
結
果

を
踏
ま
え
た
平
成
二
十
三
年
度
の

一
般
会
計
補
正
予
算
で
す
。 

 

平
成
二
十
二
年
度
は
、
臨
時
財

政
対
策
債
を
限
度
枠
近
く
ま
で
借

り
る
こ
と
で
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
と
り
く
ず
し
は
ゼ
ロ
で
し
た
。 

決
算
後
の
平
成
二
十
二
年
度
末

で
の
基
金
残
高
は
、
二
十
二
・
七

億
円
と
な
り
ま
し
た
。 

                     ☆
進
藤
ひ
ろ
ゆ
き
の
総
括
質
疑
☆ 

 

今
議
会
定
例
会
の
決
算
審
査
に

お
け
る
総
括
質
疑
で
は
、
大
き
く

四
項
目
に
つ
い
て
理
事
者
側
と
一

問
一
答
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
う
ち
、
長
岡
京
市
の
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
行
っ
た
質
疑
を

紹
介
し
ま
す
。 

質
問
「
人
口
普
及
率
も
百
％
近

く
に
な
り
、
建
設
か
ら
修
繕
と
維

持
の
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
し
て
い
る

下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
壊
れ

た
か
ら
直
す
の
で
は
な
く
、
適
切

な
投
資
に
よ
り
、
施
設
の
長
寿
命

化
を
実
現
し
、
施
設
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
避
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
下
水
道
使
用

料
の
改
訂
率
を
低
減
す
る
た
め
に
、 

                     

ア
セ
ッ
ト
（
資
産
）
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
導
入
が
必
要
で
は
？
」 

答
弁
「
当
初
建
設
さ
れ
た
下
水

管
は
三
十
八
年
を
経
過
し
、
今
後

は
更
新
や
補
修
に
関
す
る
科
学
的

な
計
画
を
立
て
る
必
要
を
認
識
し

て
お
り
、
下
水
道
長
寿
命
化
計
画

も
そ
の
よ
う
な
考
え
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ

る
下
水
道
に
つ
い
て
、
単
な
る
故

障
箇
所
の
修
繕
や
老
朽
管
の
敷
設

替
え
で
は
な
く
、
今
後
は
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
い
わ
ゆ
る
資

産
管
理
の
考
え
方
を
導
入
す
る
べ

く
、
今
後
と
も
情
報
を
集
め
て
、

早
期
の
導
入
を
図
り
た
い
」 

そ
の
他
、
ご
意
見
や
ご
質
問
が

あ
り
ま
し
た
ら
、「
進
藤
ひ
ろ
ゆ

き
」
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

                                        

                                        

この「進藤ひろゆき活動報告」は地球にやさしい再生紙を使用しています。 

第 42 号                           進 藤 ひ ろ ゆ き 活 動 報 告                          平成23 年10 月 20日 (2) 

(2)  

 

平
成
二
十
三
年 

第
三
回
議
会
定
例
会 

報
告 

 
平成２３年第３回議会定例会で採決された議案は２８件で、すべて 

同意・可決・認定されました。－以下、主な報告と議案です－ 

報告第 20号 平成 22年度決算に係る健全化判断比率の報告について 

第 40～56号議案 平成 22年度長岡京市一般・特別会計歳入歳出決算／ 

                   水道事業会計決算の認定について 

第 57号議案 平成 23年度長岡京市一般会計補正予算（第2 号） 

他に、承認を求める報告が 3件（全て承認）,報告が 1件、意見書が１件 

（可決）ありました。 

 ＜進藤ひろゆきの主な活動記録＞ 
（期間：平成 23年 8月 23日 ～ 10月 19日） 

８月 

27日 京都府議会議員中小路健吾 府政報告会 

    29日 平成 23年 第 3回 議会定例会（9月 26日まで） 

30日 電機連合京都地協 第 23回定期大会 

   ９月 

4日 草津市議会議員選挙 奥村やすひろ候補出陣式 

 10日 連合乙訓クリーンキャンペーン／第 20回 名月の宴 

 11日 神足区民運動会 

 15日 長岡第三中学校 第 36回体育大会 

／京阪バス労働組合 第 67回定期大会 

19 日 民主党京都府連第３区総支部 党員・サポーター交流会 

22日 ＰＧ関連労働組合連合会 京都・滋賀地区連 第 2回定期総会 

23日 西山森林整備 第 21回竹林ボランティア（詳細は 1面） 

27 日 京都府立大学学術調査「聞き書き地方議員」 

／乙訓議員フォーラム No.1地域議員懇談会 

29 日 進藤裕之後援会 第 10回幹事会 

30 日 乙訓消防組合議会 平成 23年 第 3回定例会 

１０月 

    2日 第 49回 長岡京市民大運動会 

3日 長岡京市自治記念式 

4日 乙訓消防組合議会行政視察（宝塚市） 

7日 第 49回 市民文化まつり 

／連合乙訓街頭行動（阪急長岡天神駅西口） 

／京都第二外環状道路阪急京都線上架設見学（詳細は 1面） 

    14日 第 5回 乙訓消火技術競技会 

    16日 第 14回 長岡京ペタンク大会 

この期間中、ＪＲ長岡京駅、阪急長岡天神駅で朝の街頭活動を随時実施 

 

 

 

・事務所 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ 

 ９５５－１８７５ 

・自 宅 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ 

   ９５１－９０３７ 

・ホームページ 

http://www.shin-do-it.com/ 

 

 暮らし相談 

お待ちしています 

気軽に声を 

かけてください！ 

【健全化判断比率】 
実質赤字比率     －  （12.79％） 
連結実質赤字比率  －  （17.79％） 
実質公債費比率   4.7％ （ 25.0％） 
将来負担比率    18.2％ （350.0％） 
－は黒字決算のため不存在 

 （ ）内は早期健全化基準比率 

【資金不足比率】 
水道事業        －  （ 20.0％） 
公共下水道事業    －  （ 20.0％） 
－は資金不足ではないため不存在 

 （ ）内は経営健全化基準比率 
 

・し っ か り と し た 財 政 基 盤 の 確 立 

・市政に関心が持て理解共有につながる情報の発信 

・子どもたちがのびのびと成長できる環境の整備 

・全ての人にやさしい安心なまちづくりの促進 

・自 然 と 共 生 で き る く ら し 文 化 の 創 造 

進藤ひろゆき 未来を築く５つ プラスワン の政策 

・将来のまちの発展へ向けて － 選ばれるまちへ 

   阪急新駅周辺と阪急長岡天神駅周辺の市街地整備 
 

 


